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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
政
党
交
付
金
使
途
等
報
告
書
の
公
開
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
政
党
交
付
金
使
途
等
報
告
書
の
公
開
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
政
党
交
付
金
使
途
等
報
告
書
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
閲
覧
」
に
つ
い
て
は
、
「
e

J

 

a

 

p

 

a

 

n
戦
略
」

（
平
成
十
三
年
一
月
二
十
二
日
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
三

月
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
三
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
は
、
政
党
交

付
金
使
途
等
報
告
書
の
閲
覧
の
み
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
写
し
の
交
付
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
御
指
摘
の

「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
閲
覧
」
に
当
た
っ
て
は
、
政
党
交
付
金
使
途
等
報
告
書
の
P

 

D

 

F
フ
ァ
イ
ル
に
対
し
印
刷
が
で

き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
処
理
（
以
下
「
必
要
な
処
理
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
。
必
要
な
処
理
を
行
っ
た

P

 

D

 

F
フ
ァ
イ
ル
の
閲
覧
が
可
能
な
ブ
ラ
ウ
ザ
は
、
必
要
な
処
理
に
係
る
契
約
を
締
結
し
て
い
た
事
業
者
か
ら
聴
取
し
て
把

握
し
て
い
た
限
り
で
は
、
御
指
摘
の
「
I

 

n

 

t

 

e

 

r

 
n

 
e

 

t 

E

 

x

 

p

 

l

 

o

 

r

 

e

 

r
」
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
他
の

ブ
ラ
ウ
ザ
に
つ
い
て
研
究
す
る
中
で
専
門
家
か
ら
の
助
言
を
受
け
、
必
要
な
処
理
の
方
法
を
改
め
る
こ
と
で
、
御
指
摘
の

「
C

 

h

 

r

 

o

 

m

 

e
」
に
お
い
て
も
必
要
な
処
理
を
行
っ
た
P

 

D

 

F
フ
ァ
イ
ル
の
閲
覧
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

令
和
元
年
九
月
か
ら
、
必
要
な
処
理
に
係
る
契
約
を
締
結
し
て
い
た
事
業
者
に
お
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
「
C 



 

２ 

 

  
h

 

r

 

o

 

m

 

e
」
を
御
指
摘
の
「
閲
覧
ブ
ラ
ウ
ザ
」
に
追
加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
追
加
に
当
た
っ
て
は
、
当
時

締
結
し
て
い
た
必
要
な
処
理
に
係
る
契
約
の
範
囲
内
で
対
応
し
て
お
り
、
新
た
な
予
算
措
置
を
要
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
他
の
ブ
ラ
ウ
ザ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
技
術
的
な
観
点
を
踏
ま
え
、
お
尋
ね
の
「
閲
覧
ブ
ラ
ウ
ザ
へ
の
追
加
」

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

政
党
交
付
金
使
途
等
報
告
書
に
つ
い
て
、
「
電
子
的
閲
覧
の
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」

と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
「
平
成
十
九
年
十
二
月
の
各
党
協
議
」
で
は
「
政
党
助
成
法
の
改
正
に
つ
い

て
」
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
党
助
成
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
、
「
写
し
の
請
求
は
で
き
ず
閲
覧
の

み
の
規
定
」
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
政
党
交
付
金
使
途
等
報
告
書
の
公
開
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
政
党
の
政
治
活
動
の
自
由
と
密
接
に
関
連
す
る
事
柄
で
あ
る
た
め
、
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
く

べ
き
問
題
と
考
え
て
い
る
。 


